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The literatures dealing with cholesterol, which are directly or indirectly related to tuberculous 

infection and immunity, are reviewed and discussed. The main problem is the cholesterol turnover in 

macrophages, especially esterification of free cholesterol with long-chain fatty acids and hydrolysis of 

the esters. Since the plasma membrane and the phagosomal membrane are the sites of these biochemical 

events, phagocytosis and intracellular parasitism in tuberculous infection have ample opportunities 

to interact with cholesterol and the esters. In relation to this problem, the role of mycobacterial surface 

lipids and of a nonionic surface active agent Triton WR-1339 in tuberculous infection was discussed.

ステ ロールは多 くの生体膜 の主要成分 で,哺 乳動物の

膜 ではそ の大部分 は コレステ ロール として存 在す る1)。

赤血 球や ミエ リン膜 のみ な らず,マ ク ロファージの表面

膜そ して ライ ソゾーム膜 において も,コ レステ ロールは

リン脂質に対 して1に 近 いモル比 で存在す るので2),こ

の脂質は結核感染において も重要 な意味 を もち うるであ

ろ う。

また一方,コ レステ ロール とそ のエステル型 は血清 リ

ボ蛋 白に包含 され,赤 血球膜中の コレステ ロール とは相

互交換 のあ ることが以前 よ り知 られていたが3),最 近で

は この現 象が マク ロフ ァージや リンパ球 の膜について も

示 されてい る4)5)。医学 におけ る コレステ ロール 代謝の

研究は,動 脈硬化,ア テ ローム変性を中心課題 として発

展 してきたが,本 総説第2部 では,結 核感染に おけ る宿

主寄生体関係を細胞 レベルでみた場合 の コレステ ロール

の意義について概観す る。

ちなみに コ レステ ロール投与 の結核感染への影響 とい

つた仕事 は,歴 史的 な ものではあ るが,1928年 のShope

の報告6),1962年 のCostelloら の報告7)に その実験例を

み ることができ る。臨床的 には患者へ の鮫肝油 の投与経

験か ら出発 して,そ れ より分離 した油状 の不飽和炭化水

素squalene(C30H50)が 注 目されたが,こ れは コ レス テ

ロールの前駆体にほかな らない。実 際には この ものの異

性体 で生体組織に対す る還元力の強いsqualinが 結核治

療予防に試み られた と報告 されてい る8)。現在,ア ジ ュ

ノミン ト関節炎等 の発症実験にあたつ て,squalaneが アジ

ュバ ン トのvehicleと して しば しば用 い られ る9)が,こ

れ も関連物質 であるので付記 してお く。

1)　 マク ロフ ァージにおけるコレステ ロールの動態

マ クロファージは 遊 離 コレステ ロールに富み,蛋 白

mg当 り12μgの 割合 で存在 し,in vitroで1～72時 間
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培 養 して もそ の比 率 は維 持 され る。 総 コ レス テ ロー ル の

95%は 細 胞 膜 に 分 布 し,特 に80～100Aの 厚 さを もつ 表

面膜 や 食胞 膜 に は コ レス テ ロー ル含 量 が 高 い 。 一 方,40

～70Aの うす い膜 を もつendoplasmicreticulum
,ミ ト

コ ン ドリア,核 膜 な どに は コ レス テ ロー ル量 は 低 い4)10)。

マ ク ロフ ァ ー ジに お い ては コ レス テ ロー ル エ ス テ ラー

ゼ活 性 が 強 く,血 清 リポ 蛋 白 と と もに食 胞 中 に取 り込 ん

だ エ ス テ ル 型 を 直 ち に分 解 して遊 離 型 と し,こ れ を 自己

の膜 の 中 に組 み込 む の で,一 般 に は エ ス テ ル型 は 殆 ん ど

検 出 され な い4)。 血 清 リポ プ ロテ イ ンに 含 まれ て い る コ

レス テ ロー ル の マ ク ロフ ァー ジ膜 へ の移 行 に つ い て は ,

細胞 内 に2つ の区 画 が あ る。 そ の1つ は 細 胞 質 膜 内 に あ

り,交 換 は速 や か に,そ し て も う1つ は ラ イ ソ ゾ ーム膜

で こ ち らは ゆ っ く りと行 な わ れ る11)。

マ ウ ス腹 腔 マ ク ロ フ ァ ー ジに お け る コ レス テ ロー ル エ

ス テ ラ ーゼ 活 性 の至 適pHは ,基 質 に よつ て多 少 異 な る

が,4.0あ る い は5.5で あ っ て,ラ イ ソ ゾー ムに 存 在 す

る。 分 解 に あ た っ て は基 質 の脂 肪 酸 組 成 が 影 響 し,リ ノ

レ ー トの 方 が パ ル ミテ ー トに比 べ て よ り速 や か であ る12)。

正 常 マ ク ロフ ァー ジ と異 な り,カ ゼ イ ン等 で刺 激 誘 発 し

た マ ク ロフ ァー ジ は エ ス テ ル型 を か な り含 ん で い る13)。

これ は マ ク ロフ ァー ジ 自体 に お け るエ ス テ ル 化酵 素 の存

在 を示 唆 し てお り,実 際,TumeとDayに よつ て,家

兎 の腹 腔 由来 あ るい は肺 胞 由 来 の マ ク ロフ ァー ジに お い

て,コ レス テ ロ ール を エ ス テ ル 化 す る酵 素 活 性 が 報 告 さ

れ てい る14)15)。 この 酵 素 活性 発 現 に は,ATPあ るい は

CoASHを 必要 とせ ず,遊 離の脂肪酸が直接に アシル化

され るとい う。至適pHは 肺胞 由来 のマ ク ロファージで

4.5,腹 腔 由来 の もので6.3で あった。

2)　 結核菌感染 マクロファージにおけ るコレステロー

ル の動態(図1)

上述 のよ うに,食 胞において コレステ ロール とそ のエ

ス テル型 との問の転換を行なっ ているマク ロフ ァージが,

同 じく食胞を場 として細胞 内に寄生す る結核菌 の感染を

うけた ときには,何 らか の相互干渉があ りうるよ うに推

定 され る。

私 たちは感染 マウス肺 ホモジネイ トか ら機械的操作で

集 めたいわ ゆる"in vivo"菌 につ いて 脂質分析を試み,

宿主細 胞由来 のエ ステル型 コレステ ロールが高濃 度に存

在す ることを見 出した16)17)。このエステル型 コレステ ロ

ールには多価不飽和脂 肪酸が多量 に含 まれ てお り
,菌 周

辺の組織環境あるいは細胞 内環境に おいて,コ レステ ロ

ールエステルの増量 され る ことが推定 された17)18)
。事実,

感染マ ウス肺 では細胞 が集積 し,病 巣がすすむにつれて

一 般にすべての脂質量が増加す るが
,主 成分 であ る リン

脂質,コ レステ ロール,ト リグ リセライ ド,コ レステ ロ

ールエステル等 の総脂質中 の百分率をみ ると
,エ ステル

型 コ レステロール のみが特異的に増加 する ことが実験 的

に確認 された19)。しか も,そ うした肉芽病 巣肺 か ら硝 子

親和性細胞を集めて分析する ことに より,エ ステル型増

量 の場が,菌 を取 り込 んだ肺胞 マク ロフ ァージである可

図1　 マ ク ロ フ ァ ー ジ に お け る コ レ ス テ ロ ー ル とそ の エ ス テ ル の 動 態,

結 核 菌 感 染 と の 関 係(WerbとCohn12)の 原 図 の 修 飾)

C: コレステ ロール,CE: コ レステ ロールエステル,P: リン脂質,Z: コレステ ロールエ

ステ ラーゼ,LP: 血 清 リポ蛋 白,TB: 結核菌,N: 核,G: ゴルジ器官

血清 リボ蛋白中の コレステ ロール と膜脂質二重 層のそれ との相互交換に よる調節作用を示す。
エステル型は食 胞中においてライソゾーム由来 のエス テラーゼに よつ て分解 されたのち食胞膜

に組み込まれる。結核菌の内在する食 胞にお いてはライソゾームの融合が阻害 され
,エ ステル

型の蓄積 される可能性を示す。
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能性 が強 く示唆 された。更に感染組織 のコ レステロール

エステル中の脂肪酸組成 は,感 染 の進展に伴っ て不飽和

脂肪酸 の増加が認 め られ,そ の現象 は化学療法に よつ て

お さえ られ た21)。エステル型は膜に取 り込 まれずに,エ

ステ ラーゼ活性 の阻害 のあ るよ うな条件 では,食 胞内に

とどまって蓄積 され る とい う報告は,結 核感染 マクロフ

ァー ジの場 合の説 明 として興味深い。 エステル型 の食胞

内所 在を示 唆する論文 はい くつかあ る22)23)。著者 らもマ

ウスの カゼイ ン誘 出腹腔 マク ロフ ァージを細胞分画 し,

それ ぞれ の分画 の脂質分 析か ら,コ レステ ロールエ ステ

ルのみが他 の脂質 と異 なる細胞 内分布を示す ことをみ て

い る20)24)。

以上 の ような感染 マク ロフ ァージに おけ るエ ステル型

増量 をin vitroの モデル で確認す るため,著 者 らはマ ウ

ス腹腔 マク ロフ ァージと結核菌 とを混合 インキ ュベ イ ト

す るこ とに よつ て,コ レステ ロールエ ステル の生成を示

す ことが できた20)24)。そ の機構については明 らかではな

いが,い くつか の条件で の成績か らみて,生 菌の存在下

に おけ るコ レステロール のエス テル化の促進 と,そ の分

解 の抑制 の双方が関与 し,更 に菌 自体 の酵素活性に よる

エステル化25)が付加 され るもの と説明 され る。

よ く知 られてい るよ うに,コ レステ ロールエステルの

増量は,大 動脈 のアテ ローム変性において もみ られ,そ

の内膜 の脂肪斑に 特に多い ことが 実 験 的 に証 明され て

い る26)。また,そ こ に 存在 す るマク ロファージ由来 の

"foamce11"(泡 沫細胞)と の関係が指摘 され る26)27)
。 こ

の種 の細胞は特定 の結核病巣や癩病巣28)29)でもみ られ る

ことがあ り,や は り脂質蓄積 細胞 と考 え られ ている。大

動脈壁 のマ クロファージがアテ ローム変性組織 中の コレ

ステ ロール の大 きな結 晶を取 り込 み30),あ るいは これを

融点の低い液状 のエステル として処理 し,同 時に細胞融

合 して巨細胞化す るな どの観 察31)も,結 核感染 と関連 し

て示唆に富んでいる。

Brecherら32)は 家兎 に コレステ ロールを多量に与え る

と,大 動脈 において,ふ つ うに飼育 した対照 と比べ てコ

レステ ロール量 が増 し,同 時 に コレステ ロールエステラ

ーゼ活性 も高 くはなるが,他 のライ ソゾーム酵素 の上昇

率 よ りか な り低 いことを指摘 してい る。

また,上 述 の脂肪斑 にはカル シウムの沈着が起 こ り,

そ の量 は周 辺組織 の10倍 に も及ぶ ことが報告 され て い

る26)が,こ の ことも結核病巣 の石灰化 と対応 して興味深

い。 コレステ ロールのエステル化にあずか るよ うな遊離

脂肪酸 の動 きが,こ うした病巣 では活発に起 こ り,過 剰

の脂肪酸 に よつ て体液 中のカル シウムが沈殿 して くると

説 明され る。

3)　 抗酸菌の コレステ ロールに対する親和性 ならびに

生化学的活性

一般 には細菌類 にはステ ロール合成能がないが,細 胞

壁を欠 除 しているマイ コプ ラズマの多 くはコ レステ ロー

ル要求性 を もち,発 育環境 か ら大量 の コレステ ロールを

そ の細胞膜 中に取 り込む ことは広 く知 られ ている。 この

場合,コ レステ ロールを人工膜(リ ポ ソーム)に組み込ん

だ形で菌に与えて も同様であ る33)。要求性 のな いマイコ

プラズマの膜 は コレステ ロール吸着性が弱 く,ま た細胞

壁を もつ Micrococcus lysodeikticus, Bacillus megaterium,

 Proteus mirabilis な ど も,非 要求性 マイコプラズマ と同

程度には,与 え られ た コレステ ロールをそ の細胞膜に結

合す ることが報 告され ている34)。

多量 の脂質 を合成 し,疎 水性 の菌体表層を もつた抗酸

菌 は,細 胞壁 においてす らコレステ ロールと非極性 の結

図2　 結 核 菌 に よ る コ レ ス テ ロ ー ル の エ ス テ ル 化

反応混液:菌 の水浮遊液(50mg/ml)0.1ml;基 質 ミセル(卵 黄 レ

シチ ン8mg,〔7n3-H〕 コレステ ロール50μCi, pH7.0-0.1Mtris

バ ッファ2ml)0.1ml; オ レイン酸100μg(50%BSA-ハ ンクス

液0.1ml); pH7.2-0.1M-ク エン酸 ・リン酸 バ ッファ0.1ml。

反応時間: 37℃,20時 間 。 脂質分析:ク ロロホル ム ・メタノール

(2:1)抽 出,薄 層 クロマ トグラフィー(ヘ プタン ・エ ーテル ・酷

酸90:10:1)。

反応混液中の結核菌 の存在 によ り,基 質 ミセル 中のコレス テロール

は脂肪酸 エステル となる。強 毒菌,弱 毒菌 いずれに もエス テル 化酵

素が存 在す る。菌 の添 加なしの対照 ではコ レス テロールエス テルの

ピークはみ られ ない。
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合を示 しうると考 え られ,事 実,Youngnerら35),そ し

て著者 ら16)17)は感染マ ウス肺 の乳剤か ら機械的操作 で収

穫精製 した結核菌が,コ レステロール とそのエステルを

多量 に保持す ることを認めた。特にエ ステル型 と遊離型

のモル比 は菌 の精製度がすすむにつれ て高 ま り17),し か

も他 の宿主脂質 の大部分が有機溶媒に よつて除かれたの

ち も菌体 に残 る16)。このことは エステル型 コレステ ロー

ルが特に菌体 と親和性が強 く,時 には菌体内に取 り込 ま

れてい る可 能 性 す ら示 唆 して い る。 電顕 的に このin

 vivo生 育菌 と,菌 を取 り込ん でい る食細胞内には大 きな

脂肪滴がみ られ36),こ れ とエステル型 コ レステ ロールと

の関連があ るのか もしれ ない。 これ を裏付け る仕事 とし

て,人 工 膜 に エステル型 コレステ ロールを組み込 ませ

て,R型 のネズ ミチ フス菌 と接 触せ しめる と,エ ステル

型は菌体外膜か ら内膜に まで到達 するこ とが報告 され て

い る37)。

結核感染においては,コ レステ ロールの脂肪酸 エステ

ルが宿主 自体 で生合成 されたのち,菌 体に吸着 し取 り込

まれ るか,あ るいは菌体に吸着 した コレステ ロールが菌

に よつ てエステル化 され るかの2つ の可能性 があろ う。

実験的には コ レステロールを脂肪酸でエステル化す る活

性 は,BCGやM.Phleiで 証 明 され ている38)。私た ち

も レシチンとコ レス テロールで調製 した人工膜 と結核菌

とを混合 インキュベ イ トし,コ レステ ロールがエステル

化 され ることをみ てい る25)°強毒,弱 毒いずれの結 核菌

に もこの 活性がみ られ る(図2)。 なお,M.rubrum39)

が コレステ ロールを分解す ることが報告 されてい るが,

結核菌 につい ては不 明であ る。

4)　 菌体表層脂質 と宿主細胞膜脂質との相互作用

一般 に抗酸 菌の最外層は糖脂質 であ ることが,電 顕所

見 と菌 体分 析の両面か らの検討 で推定 され ている(Bar-

ksdale and Kim, 197740), Imaeda et al., 196841))•Bin

 vivoに おいて も,食 胞内に取 り込 まれた菌体 と,食 胞限

界膜 との間の電子線透過 帯が,菌 体 由来 の線維状糖脂質

の集合体であ ることが報告 され,そ らい菌 の場合には型

特異糖脂質(マ イコサイ ド)で ある ことが示 された42)。

マ イコサ イ ドは集落形態に も関与 し43),フ ァージ レセプ

ターと推察 されてい るので44)45),おそ らく細胞表層脂質

としては最有力候補であろ う。人型 あるいは牛型結核菌

の場合は,フ チオセ ロールジマイ コセ ロセイ トが糖を含

有 していないが,マ イコサイ ドに対応す る脂質 とみ られ,

Gorenら46)に よつ て 毒力 との 関係 も示 唆され ている。

また,私 た ちはin vivoの 発育菌 に もこの脂質がかな り

存在す ることを見出 したので47),感 染 において何 らか の

役割を演ず ることも否定できない と考 えた。 この ような

菌体表層脂質が,宿 主食細胞の膜 脂質 と疎 水性 の相互作

用を もち うるとす るな らば,そ れ は感染 に どの ような意

味があ るのか?別 項におい て紹介 した よ うに,in vivo

で増殖 した病原抗酸菌には,宿 主 由来のエステル型 コレ

ステ ロールが極 めて密接な状態 で存在す る。 この ような

所見か ら私た ちはin vitroで培養 した弱毒結 核菌H37Ra

の菌体 を,有 毒菌 由来 のフチオ セロール ジマ イコセ ロセ

イ トとコレステ ロールエステル との混合物で コー トして

感染 に用 いた。そ の結果,処 理を うけない菌に比 して,

in vivoで の生残 力 お よび 増殖性 の高 まるこ とを 証 明 し

た48)。これ は1つ のモデル実験にす ぎないが,こ うした

意味で脂質 を介 しての宿主寄生体 関係 も考え られ る。
'同 じく菌体表 層脂質 の可能性を もち

,毒 力 との関係 も

示唆 されている酸性 脂質 スルフ ォリピ ドも,食 胞膜へ の

作用を介 して ライソゾームの融合阻止に働 くことが報告

され てい る49)。実験技術上 の制 約の多 い研究分野 であ る

が,結 核感染におげ る重要な一局 面 とみなされ ている。

5)　 非 イオン性 表 面 活性 剤Triton WR-1339(poly-

oxyethylene ethers)投 与 にお け るコレステ ロー

ル代謝 と結核感染抵抗性

1951年 のCornforthら の報告50)以来,非 イオ ン性表

面活性剤Triton WR-1339が 結核感染 に対 して抵抗性

を与 えることが知 られ てい る51)52)。この現象にか らんで

Triton注 射後におけ る宿主脂質代謝 の変調が注 目され,

マウス,モ ルモ ッ ト,家 兎において,リ ン脂質,中 性 脂

肪,全 脂肪酸量,特 に コ レステ ロール の血清値の顕 著な

上 昇が報告 された51)53)54)。しか し,そ の高脂質血清 自体

に も,Triton WR-1339に もin vitroでの抗結 核菌 力は

な く51),ま た,感 染防御効果 と血清脂質量 との間に平行

関係 はなかつた。 感染防御効果 の 発現 のた めには,過

脂質血症 を 起 こすに 要 す る量 よ りもは るかに 低い 量 の

Triton WR-1339で 足 りる。

この表 面活性 剤に よる脂質合成 の促進55),リ ポ蛋白 リ

パーゼに対 する活性阻害56)57),あ るいは肝か ら血中への

コレステ ロールの放 出促進55)58),交換障害な どが作用機

序 として報告 され ているが,感 染防御機構 との関係はな

お不明であ る。

しか し,私 たちに とって興 味深いのは,む しろTriton

 WR-1339が ライ ソゾーム内に蓄積 され る事実 で59),そ

の表面活性が ライソゾーム膜 や食胞膜 に対 して働 く可能

性が推定 され る。この表面活性剤はTriton X-100と 異

なつ て,生 体膜を溶解せ しめる ことはないが,膜 中のコ

レステ ロール と強 く作用 し,レ シチ ンをある程度溶 出せ

しめ ることが知 られてい る60)。また,ラ イ ソゾームの水

解酵素 としての リパ ーゼやホスホ リパ ーゼの活性 を阻害

す ることが,マ クロファージ,肝 細胞でそれ ぞれ 観察さ

れ ている61)62)。

Triton WR-1339に よる感染防御 は同 じく細胞 内感染

症 であ るLeishmania donovani感 染動物 で もみ られ てお
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り63),おそ らく正常マク ロファージの機能 を本質的 に替

え ることな しに,細 胞 内寄生 関係を修 飾す る ものと考え

られ る。この修 飾が宿主 マ クロファージにおけ るphago-

Iysosomeの 膜構造 と,そ こに 取 り込 まれ た 結核菌体表

層 との接触,な らびに相互作用 に関す る ものであ る可能

性 は極めて高い。Triton WR-1339の アナ ローグの1つ

で,
ƒÀ -tertoctylphenol-formaldehyde cyclictetramer の

polyethyleneglycol ethers の構造をもつ表面活性剤があ

り,HOC-xと 略 称 され てい るが,HOCは フェノー

ル核 を示 し,鋤 まこの フェノール 群 あた りのethylene

 oxide単 位の平均数を示す。 詔値 は この物質 の疎水性,

親水性 のバ ランスを支配 し,諾 値が小の ときは抗結核性

を帯び,大 であればむ しろ感染を増 悪せ しめるこ とが,

in vivoで,そ して 細 胞 培 養 レベルで示 された60)61)。更

にTriton WR-1339の 注射を うけた マウス肝 のライソ

ゾームの抽 出液が,in vitroで 抗結核菌力を示 した とい

う報告 もあ り,い まだ体系だつた説 明が得 られない まで

も,こ うした表面活性剤が コ レステ ロールを含めた膜 の

脂質構築に作用す ることに よつ て,感 染を修飾す る可能

性が高 い。著者 らはTriton WR-1339が 食鞄膜 とそ こ

に取 り込 まれた菌 との間に介在 して,両 者の接着に よる

食胞膜 の破壊を防止す るもの と考えてい る。

6)　 リンパ球における コレステ ロール代謝

リンパ球におけ るコレステ ロール代謝 の報告 は極 めて

乏 しい。 ブタの腸 間膜 リンパ腺 と胸腺 とか ら分離 した リ

ンパ球の細胞質膜 の コレステ ロールは,蛋 白mg当 り

231μgで あ り,リ ン脂質に対す るモル比は1.01を 示 し

た(Allan and Crumpton, 1970)。 ヒ トリンパ球 におけ

る コレステ ロール合成 の調節には,こ の細胞表層にある

リセプターと血漿低密度 リボ蛋 白(low density lipopro-

tein)と の相互作用が 働 いている とい う仮説を支持す る

成績がHo5)ら に よつて得 られ てい る。正常 ヒ トリンパ

球 では蛋 白mg当 りの 遊離型 コレステ ロールが33μg,

エ ステル型が0.64μgで あつた5)。 同 じく正常 ヒ トリン

パ球は慢性白血 病患 者 リンパ球 と比較 して,細 胞 当 りの

総脂質量 が多 く,リ ン脂 質 に 対 す るコ レステ ロール の

ratioが 高 い66)°またin vitroのPHA刺 激 に よつて

〔14C〕アセテー トのステ ロール と リン脂質へ の取 り込み

が対照 よ り増加 した。対照 では総脂質 中 リン脂質へ多 く

取 り込 まれ るが,PHA刺 激 した場合には コ レス テロー

ルへ の取 り込 みが増す67)。

Wolman's病,コ レステ ロールエ ステルstorage病 な

どは酸 リパ ーゼの欠損に よつ て起 こるとされ,こ の酵 素

の研究が行なわれ てい る。Patschら68)は 正 常 ヒ トリン

パ球 ホモジネー トの ライソゾーム膜 中に存在す る コレス

テ ロールエステ ラーゼを証 明 し,表 面活性剤 に対す る溶

解度か ら,ト リグリセ ライ ドリパーゼとは別 の蛋 白であ

ると報告 した。なおCoatesら69)は リンパ球 は多形核 白

血球 の10～15倍 の酸 リパーゼ活性のあ ること,ま た血 小

板では この活性 の特に低い ことを報告 した。

7)　 結核菌感染による血清 リボ蛋 白一脂質の変化

牛型結核菌感染 を うけた 家兎 の 血清 に おい て,very

 low density lipoproteinが 増加 し,そ れに伴つて コレス

テ ロール,ト リグ リセライ ド,リ ン脂質量が増加す るが,

ス トレプ トマイシンの投与に よつ てこれ らの現象はお さ

え られた(Thoen et al.,197370))。

8)　 多形核 白血球にお けるコレズテ ロール

生体内 でまず最初に結核菌 と交渉を もつ と考 え られ る

多形核白血球では,相 互作用はかな り激 しい もの と予想

され る。 この食細胞の抗菌活性 に よつて死滅す る細菌 も

多 いが,結 核菌 の ように生残 して,遅 れ て到達 した マク

ロファージに取 り込 まれ る もの もあ る。そ こでいつたん

多 形核白血球 に食菌 された ものは食胞膜を菌表層に付着

させてお り,こ れが必然 的に感染へ の影響 を与え てい る

もの と私た ちは考 えている。

脂質量 は カゼイ ン誘 出マ ウス腹 腔多形核白血 球で108

個 当 り1.6mg,そ の うち遊 離 コレステ ロールは12%,

エステル型は4.4%で あつた。特徴 としてはマ クロファ

ージと比 較 して総 脂 質 中 の トリグ リセライ ド量 が 多

く71)24),感染肺において初期 に この脂質 が増量す ること

は,多 形核白血球の動員の盛 んな ことが示 唆され る19)。

著者 らはモルモ ッ ト多形核 白血球 の膜分画には コ レス

テ ロールエステ ラーゼ活性があ り,そ の至適pHは4.5

付近 であつ て,結 核菌 の存在に よ り活性 の低下す ること

を認 めている。
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